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認知症カフェ
「カフェすずらん」を訪問して

問 医療連携課 ☎（21）０３０４

　認知症カフェは、認知症の人やその家族が、地域住民や福祉、医療などの
専門職との交流を通じて、情報交換や相談、お互いを理解し合うことを目的
に開催されています。10 月号の「なりわ茶屋」に続いて、今回は「カフェ 
すずらん」にお邪魔しました。
　「カフェすずらん」は、毎月第２水曜日に「ハートケアすずらん」で開催
しています。午後１時 30 分からの開催ですが、私がお邪魔したときには 10
人以上が集っており、すでに近況報告などのおしゃべりをしていました。
　「カフェ」と称していますが家庭的な雰囲気で、リビングでお茶を飲みながら和気あいあいとしています。知り
合いも多いようで、今回初めて参加する人の楽しい会話も聞こえていました。
　主催者であるすずらんの担当者の挨拶に続いて、マスカット薬局高梁店の石和田管理栄養士から「健康長寿を延ば
そう！！ピンピンコロリ♪」と題したクイズ形式の話がありました。平均寿命や健康寿命といった身近な話題のクイ
ズ問題は、みんなで相談し、楽しみながら新たな知識を身につける良い機会になったと思います。また、簡易認知度
テストもあり、「図形を見比べて、角度の違う５つの図形の中から正しいものを１つ選んでください」といった問題に、
参加者は真剣にテレビ画面のパネルを操作していました。
　市内の認知症カフェは、現在 11カ所で開催されています。事前の申し込みが必要なく、誰でも参加すること
ができますので、お気軽に足をお運びください。
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